
－19－

表１　アブラムシとアワノメイガに対する体系防除

注 ）クロラントラニリプロール水和剤 F

使用　茎・雄穂は50株当りの被害本数、

雌穂は50穂あたりの被害穂数 

注１ ）上川農試、道南農試、留萌管

内 A 町、上川管内 B 市、胆振

管内 C 市、渡島管内 D 町にお

ける2014～2017年の調査の集計

注２ ）横軸のⅠ～Ⅵは、各月の半旬

を示す

詳しい内容については、次にお問い合わせ下さい。

道総研上川農業試験場

電話（0166）85－2200　E-mail：kamikawa-agri@hro.or.jp
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図１　アブラムシの防除適期

図２　アワノメイガの防除適期（道南農試）

図３　フェロモントラップへのアワノメイガ誘殺最盛期分布とオオタバコガの半旬毎の誘殺合計

表２　８、９月どりスイートコーン害虫の防除法




